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「ワールドカップを契機に日本が築くユビキタス社会の姿」
世紀の祭典を“裏”で支えたネットワーク

「カンボジア独自の文化への誇りを、欧米や日本は理解していない」
IT革命の影に置き去りにされる途上国

「ぎおんまつりビジネスモデルで無料モバイルIPを実現する」
京都発“第三の産業革命”はユビキタスが起爆剤

「辞書や論文で紙以上の利便性を生む電子出版“カシス”」
『インターネット白書』のバックナンバーも対応

「遊びながら学ぶ“お金との上手な付き合い方”」
世界初?!“配当付き”ゲームの登場

「バックボーン考」
ネットワーク管理者を取り巻く人々3

e-Japan Update 8

VOICES : 2002 AUGUST

「 S O C I O  F A C E S」
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ワールドカップで実現したユビキタス
世紀の祭典を“裏”で支えたネットワーク text :河内純也（編集部）

“AVAYA”がテレビ画面に踊ったわけ

2002年日韓共催ワールドカップ1次リー

グ、日本対ロシア戦の後半25分、左サイド

を駆け上がった小野伸二選手がゴール前

に絶妙のクロスボールを上げる。と、その

後ろの看板に「AVAYA」の文字が。この

Avaya社は米国ニュージャージー州に本

拠を置く、企業向け音声、データネットワー

クのプロバイダーで、NTTや東芝などと

ならび、今回のワールドカップの公式スポ

ンサーとなっている。そのため、ピッチの

まわりに配された看板、ロスタイム表示の

際のテレビインサートで、「AVAYA」の文

字を多く目にすることとなったのだ。

今回、Avayaは公式スポンサーとして、

ワールドカップの運営に欠かせない試合

のスケジューリング、参加者の身分照会、

試合結果のレポート、資材の在庫管理、宿

（左）日本の歴史的な勝利はAvayaのネットワークを通じて世界に配信された（写真提供：日刊スポーツ）。（右上）横浜にある

国際メディアセンター。（右下）国際メディアセンターの内部では無線LANを使ってインターネットにアクセスすることができる。

Avayaは各スタジアムと横浜にある国際メディアセンターを専用線で結んでいるが、バックアップ用に公衆電話網を利用し

たネットワークも用意した。

ワールドカップを支えたネットワーク

公衆電話網 
PSTN

ATM 
ネットワーク 

インターネット  
横浜IMC（国際メディアセンター） 

各スタジアム 

ソウルIMC 
（国際メディアセンター） 

PBXATMコンセ 
ントレーター 

センター 
スイッチ 

PBXギガビット 
スイッチ 

ATMコンセ 
ントレーター 
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泊や移動の予約確認、セキュリティーシス

テムの管理などを行うネットワーク構築を

任された。これに応える形で、同社では

日韓両国の２０のスタジアム、ソウルと横浜

の２つの国際メディアセンター、ソウルと東

京の大会事務局など４万か所以上をつな

ぐIPネットワークを構築。各スタジアムと

メディアセンターを専用線で結ぶ一方で、

拠点ごとに個別に設計したVPNを活用

し、公衆IPネットワークを使うことで、

FIFAから要求されたコストダウンを実現

している。

また、このネットワークはFIFAの職員、

審判、報道関係者、選手、ボランティアな

どが使用する音声とデータを、同じネット

ワーク上で処理している点でも特徴的だ。

これにより、今回のワールドカップでは初

めてVoIPが活用されることとなった。

もう１つ、今大会で初めて活用された技

術が無線LANだ。各試合会場、ソウル、

横浜の国際メディアセンターに、Avayaの

構築したネットワークに接続する無線LAN

アクセスポイントを設置した。これにより、

報道関係者はピッチのすぐそばから、無線

でテキストや画像などを送信することがで

き、リアルタイムに試合の経過をレポートす

ることが可能なのだ。

ここでも主役は無線LAN

ワールドカップによりネットワークインフ

ラの構築が加速された場所は、試合会場

や国際メディアセンターだけではない。ワ

ールドカップの開催に合わせて、IPv6普

及・高度化推進協議会はJR東日本とNTT

ドコモの協力を得て、5月27日から7月31

日までの間、成田エクスプレスを無線LAN

ホットスポット化している。具体的には、成

田エクスプレスのグリーン車にウェブサー

バーとアクセスポイントを置き、そのアクセ

スポイントから最大384kbpsのIPv6とIPv4

のデュアルスタックサービス環境でFOMA

網に接続するという仕組みだ。FOMA網

を使うために、時速130キロを超えること

もある成田エクスプレスの車内からでも快

適にインターネットに接続できる。また社内

のウェブサーバーにはワールドカップ関連

のコンテンツが30分ごとにアップされ、成

田から都心に向かう外国人サポーターの

ために提供される。同じように成田空港

でも発着ロビーに無線LANアクセスポイ

ントやインターネット端末が置かれ、ワール

ドカップ観戦に来たサポーターたちは空港

に着いた瞬間から、ワールドカップの情報

の収集ができる。

このように、ワールドカップの開催によっ

て、さまざまな場所のネットワークインフラ

が整備され始めている。この世界最大の

スポーツの祭典はサッカーによる感動だけ

でなく、ユビキタス社会への入り口も、日

本に残してくれたのだ。

S O C I O  F A C E S

ワールドカップをきっかけに日本は

ユビキタス社会に向かってギアを上げるだろう

（上）車内から無線LANでインターネットにアクセスできる成

田エクスプレス。（中）成田エクスプレスの車内に積まれたウェ

ブサーバー。無線LANアクセスポイントとFOMAカードが搭

載されている。（下）成田空港内ではインターネットカフェなど

で、多くのインターネットアクセス手段が用意されている。
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IT革命の陰に置き去りにされる途上国

［左上］中世イタリアを代表する都市シエ

ナの市役所で開かれたドットフォース会

合。［左下］プノンペンでカンボジア政府・

専門家と文字コード問題で会議。［右上］プ

ノンペン市内のトゥールスレン博物館に展

示されている虐殺被害者の頭蓋骨による

カンボジア地図。［右下］カンボジア在住

10年、現地NGOに働き、インターネット

を推進するノーバート・クライン氏。

NPOがつないだネットワーク

長野弘子

東京の雑誌社勤務、ニューヨークのウェブ出版社

編集長を経て、ジャーナリストとして独立。著書に

『シリコンアレーの急成長企業』（インプレス刊）。
hiroko@digi-squad.com
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WTOと情報化に象徴されるグローバリ

ゼーションが急ピッチで進むなか、深刻化

するデジタルデバイドへの取り組みは遅々

として進んでいない。こうした負の側面を

なくすためのタスクフォース「ドットフォー

ス」が2000年の沖縄サミットで設置された。

電子空間で言葉を奪われる途上国

このドットフォースは、国家や企業だけ

では解決できないグローバルな問題を解

決するため、各国から非営利組織（NPO）

の代表を参加させている。

情報社会論を中心に、インターネットを

活用して研究を行っている国際大学

GLOCOMは、日本のNPO代表としてドッ

トフォースに参加して、情報政策、標準化

などの議論への途上国参加支援を取り上

げ、その1つとして文字コードの標準化問

題にも取り組んだ。GLOCOM研究員の会

津泉氏は「カンボジアの文字コードを標準

化する際に、ユニコード・コンソーシアムで

はカンボジア人の関与なしに標準を定め、

国際標準機関のISOもその文字コードを

国際標準として正式決定してしまった。そ

のため、カンボジア人にとって受け入れに

くい文字コード表となった」と語る。カン

ボジア政府はISOに抗議状を提出したが、

ISO側は正規の手続きは終わっており変更

できないと主張して譲らない。

途上国の場合、標準化のプロセスに参

加することは、費用がかかるうえ、専門家も

いないので容易なことではない。とくに、ク

メールルージュ（ポル・ポト派）による虐殺の

傷がまだ癒えていないカンボジアでは、最高

峰のプノンペン大学でも毎月8,000円程度の

通信費を工面できずにインターネット接続が

できない状況にある。また、カンボジア語は

表記の仕方が難しく、複合子音が2～3個重

なるなど、漢字を除けば世界でも比類のな

い複雑な言語だという。こうした言語を正確

に表記するためには、現地の専門家の協力

が不可欠なのは言うまでもない。

この問題に取り組んだのが、日本人の東

京大学の原田至郎助教授とカンボジアで

初のプロバイダーを立ち上げた現地NGO

代表のドイツ人のノーバート・クライン氏

ら、カンボジア側の専門家だった。より自

然なクメール語のコード体系をボランティ

アで考案し、独自に開発した。しかし、い

ったん決定した国際標準は後から変更で

きないというISOの原則に反するとして長

い間、一考もされなかった。クライン氏は

「カンボジアの人々は、今は貧しくても独

自の文化、言語、文字への誇りを高くもつ。

経済的に豊かな欧米や日本の人たちはそ

こが理解できないようだ」と現状を嘆く。

死滅へと向かう少数言語

ドットフォースでは、昨年7月のG8ジェノア

サミットでこれらの文字コード問題を含めて、

S O C I O  F A C E S

「カンボジア独自の文化、言語、文字への誇りを、

欧米や日本人は理解していない」

──ノーバート・クライン氏（カンボジア現地NGO代表）

問題の解決へ向けた「行動計画」を提出し、

同10月には政策・規制、インフラ整備、人材

の育成、文化や言語など9つの「実施計画」

を立てた。GLOCOMでは、文字コード問題

について専門家による非公式な会合を開催

し、現地を訪ねてカンボジア側の主張を聞

き、各地でワークショップを開くなどの努力

を続けた。

度重なる議論の末に、今年5月にISO側

が一部の追加と削除、謝罪文を出すとい

う方向性を最終的に打ち出した。ほかの

NPOとも非公式に集まり、報告書の草案

を共同でまとめるなど、国家や企業だけで

は解決できない問題に対して、彼らが取り

組んだ努力が実を結んだ瞬間である。

しかし、手放しには喜べない側面もある。

会津氏は「本質的な問題が解決されたわけ

ではない。細かい謝罪文の内容もまだ決ま

っておらず、削除の部分もこれから検討しな

ければならない」と語る。

途上国が標準化の動きから疎外されるこ

とで、自国の文字や文化を先進国側に管理

される悲劇は後を絶たない。さらに、国や政

府を持たない文化や民族の場合、正統な当

事者の特定すらできず、グローバル化が少数

民族や言語を不利な立場に追いやる構造が

見え隠れする。華やかなIT革命の陰に隠れ

た負の側面をなくすためには、国家や企業

のみではなく、一般市民の視点をベースにし

た努力が不可欠だと実感させられた。

+++ iNTERNET magazine +++ 223インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



224 +++ iNTERNET magazine +++

text : 山本浩司（編集部）

無料のモバイルインターネットで
京都に「第三次産業革命」を起こす

無線LANの特性を活かす地方都市3

京都のショッピングモール「新風館」も無線

ホットスポットになっている。

京都市内の無線ホットスポット

四条大橋、五条大橋付近でも無線LANが使え

る。川沿いのビアガーデンが通信エリアだ。

JR京都駅ビルの2階「インフォメーション

センター」で「みあこネット」の利用を申し

込む。窓口でみあこネット用のドライバー

が入ったPCカードを借りて、自分のPCに

インストールする。

日本サスティナブル・コミュニティ・セ

ンター（SCCJ）代表理事の高木治夫氏。
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通信エリアは6月7日現在 
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京都市街地で無線ホットスポットの「み

あこネット」が5月10日からサービスを提供

中だ。6月19日現在で115か所のサービス

エリアを展開し、驚異的なスピードでエリ

アを広げている。6月末には150か所に達

する見込みだ。

みあこネットは利用形態を、観光客をタ

ーゲットにした「ビジターアカウント」と、

「レギュラーアカウント」に分けている。ビ

ジターアカウントは、京都駅ビルのインフォ

メーションカウンターなどに設置された「ア

カウント発行カウンター」に行けば、誰でも

申し込める。アカウントの有効期間は1週

間で接続料金は無料だ。

みあこネットは、NPOの「日本サスティナ

ブル・コミュニティ・センター」（SCCJ）を中

心に、大学や企業、個人が協力して運営し

ている。

ぎおんまつりビジネスモデル

みあこネットは12月31日までの実験期間

中、完全に無料でサービスが提供される。

実験後、正式サービスが開始されても、料

金は無料のままにする予定だ。といっても、

広告収入を基盤にするビジネスモデルでは

ない。

通常、通信サービス事業者は、ユーザ

ーから得た通信料収入で事業を展開して

いる。自社サービスのエリア展開に協力が

得られるよう、事業者は基地局の設置者に

金銭的なインセンティブを与えることが一

般的だ。

しかし、みあこネットはまったく逆のモ

デルだ。基地局の設置者がみあこネットに

「通信費」として月額1万円を支払う。基地

局の設置者に対する金銭的なインセンティ

ブは用意していない。費用を負担してま

で基地局を設置する人がいるのかと疑問

に思えるが、SCCJ代表理事の高木治夫氏

は「基地局の設置に協力してくれる人は増

えています」と言う。事実、冒頭の記述の

とおり、1か月あまりで100か所を超えるエ

リア展開に成功している。

その理由は、基地局の設置者が無料の

無線ホットスポットに集まった人に対して、

インフラを活用したビジネスを提供するこ

とで利益を上げる仕組みを採っているか

らだ。みあこネットでは、これを「ぎおんま

つりビジネスモデル」と呼んでいる。これ

は無線ホットスポットを「地域の社会基盤」

としてとらえ、街全体で支えるモデルだと

言える。

無料インフラが新しいサービス

では、京都市全体を無料の無線ホットス

ポットにしたとき、どんなビジネスが生まれ

るのだろう。

高木氏は、無線ホットスポットの利用端

末はPCではなく、常時接続を活かしたモ

バイルIP電話になると予想している。実

S O C I O  F A C E S

「ぎおんまつりビジネスモデルで、

利用者負担ゼロのモバイルIPを実現する

――高木治夫（日本サスティナブル・コミュニティ・センター代表理事）

際にみあこネットは、モバイルIP電話の準

備を始めており、京都大学がプロトコル開

発などの面で協力している。モバイルIP

電話はIPv6とP2P技術を使う。これは、

京都市全域でモバイルIP電話が使われる

ようになると、IPv4ではIPアドレスの数が

足りなくなることが予想されるからだ。ま

た、P2Pを採用すると、モバイルIP電話を

管理する中央サーバーが不要になるため、

運営コストが低くなる。将来的には、京都

市の1世帯に1台のモバイルIP電話を配布

する構想を持っている。

さらに、無線ホットスポットを使った福祉

サービスも考えている。たとえば、目の不

自由な人がカメラを内蔵したPDAを持っ

て外出すれば、遠隔地からガイドできるよ

うになる。コンビニのおにぎりの種類を選

ぶときや、ATMのタッチパネルを操作す

るときなど、目の不自由な人の生活を便利

にするサービスを展開する計画だ。

インフラを無料にすることで、ユーザー

はこれまで支払っていた回線利用料金を

サービスに向けられるようになる。「無線

ホットスポットに興味をもった人の知恵が

集まり、インフラを活かした新しい第三次

産業が京都から産まれることを楽しみに

待っています」と高木氏は抱負を語った。

みあこネット

www.miako.net
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辞書や論文で紙以上の利便性を生む電子出版「カシス」

カシスライター版の『インターネット白書1999年』。

電子化することで、インターネット白書の内容を

自由に検索できるようになった。

カシスライター対応『インターネット白書』のバックナンバーも販売

7月5日、最新版の『インターネット白

書2002』の発売と同時にバックナン

バーのカシスライター版が発売され

る。下記サイトから購入可能だ。
www.kacisbook.net

電子書籍向けビジネスモデルの研究の一環として、慶應義

塾大学湘南キャンパスで、高木氏を交えた議論を学生が

行っている。

text : 山本浩司（編集部）
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制作や印刷、流通、販売まで完成したビ

ジネスモデルを持つ出版業では、ビジネス

モデルが構築できていない電子出版に取

り組むところは少ない。出版物の電子化

に対応できない要因としては、電子化がな

かなか進まない出版社のワークフローの

問題もあるが、「コンピュータの強みを活

かしたコンテンツ」が見えていない現状が

ある。このため、現在流通している電子出

版コンテンツは、既存の雑誌や単行本を電

子化したものが多い。

ソフトウェアメーカーのカシスは、コンピ

ュータの特徴である、情報の検索や階層

化できる電子出版フォーマットの「カシスブ

ック」に対応した『現代用語の基礎知識

2002CD-ROM』を4月5日に発売した。カシ

スブックはアウトラインプロセッサーの「カ

シスライター」で使える電子出版物だ。カ

シスライターには、無料でダウンロードで

きるフリー版とl1万8,000円の小売価格で

店頭販売されている製品版がある。

アウトラインプロセッサーとは、文章に

電子的な「目次」を付けて、文章の階層構

造を視覚化しながら文章を作成できるソ

フトウェアで、論文やマニュアルなど論理

的な文章に向いている。「50ページから

5000ページの文章を作成するときに、圧倒

的な競争力を有する」（株式会社カシス 取

締役エバンジェリスト高木利弘氏）と言い、

学生やアナリストたちに支持されている。

とはいえ、カシスの知名度や市場シェア、

企業規模はまだ低い。カシスはさらなる事

業拡大を目指して、電子出版物のビジネス

モデル構築やブランド戦略を、慶應義塾大

学の協力の元で研究している。

ビジネスモデルを模索する電子出版

週に1回行われるビジネスモデルの研究

のための講義は高木氏を交えて行われ、

カシスライターの改善点と、市場調査、販

売戦略を議論した。機能上の改善点は、

「起動に時間がかかるので使う気が起こら

ない」など、ユーザーとして手厳しい意見

が寄せられたが、バージョンアップ時の改

善点として前向きに取り入れられた。

販売戦略では、「カシスライターのフリー

ウェア版で満足してしまい、製品版にアッ

プグレードする必然性を感じない」という

意見に、高木氏は苦笑いしながら戦略ミ

スと認めた。このほか、大学生協で販売さ

れるコンピュータにカシスライターをバンド

ルして販売する提案が出された。バンドル

販売はソフトウェアの購入費を意識させな

い手法は有効なため、大きな販売戦略と

捉えて可能性を検討することになった。

市場調査では、競合ソフトの洗い出しが

行われ、マイクロソフトのOfficeやアドビの

アクロバットが挙げられた。これに対して、

高木氏は「カシスライターはこれらと競合

するものではなく、補完しながら使われる

S O C I O  F A C E S

「情報の断片を適切に組み合わせることで

知的生産性を飛躍的に向上させられる」

──高木利弘（株式会社カシス取締役エバンジェリスト）

ソフトウェア」と製品を位置づけた。高木

氏は、有望な市場として過去の営業感触

を例にしてコンサルタント業を挙げた。今

後は、カシスの売り上げを伸ばすために必

要な機能や画面デザインを研究する。

コンピュータを活かしたコンテンツ

学生からは、過去の有名な論文をアー

カイブする提案がされた。修士クラスの論

文を電子化して自由にダウンロードできる

ようになれば、学生には魅力的なコンテン

ツとなる。講義では、カシスライターに向

いたコンテンツは、一般の雑誌を電子化し

た物ではなく、アーカイブ性の高いコンテ

ンツや現在流通していないコンテンツとの

結論が出た。

コンテンツ不足と言われる現状に、カシ

スも手をこまねいているわけではない。出

版社と協力して、年鑑や辞典などカシスラ

イターに対応した出版物を発売している。

『現代用語の基礎知識 2002』や『インター

ネット白書』のバックナンバーもカシスライ

ターに対応する。

コンピュータの検索性と、階層構造が視

覚化された電子出版物を普及させて、紙

の書籍の中に眠っている膨大な情報を活

用する「知識循環システム」を誕生させる

ことがカシスのビジョンである。

カシス

www.kacis.net
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text : 藤井貴志（本誌副編集長）

世界初?!「配当付き」ゲームの登場

遊びながら学ぶ「お金との上手な付き合い方」

いいから挙げてみて』と言うと、バッグと

か旅行とか車とかたくさん出てきます。『そ

れを手に入れる方法を教える』と言うと、

みんな『え！』と思うわけです」と話し、マ

ネスマを“お金儲けゲーム”ではなく“お金

知識ゲーム”だと位置付ける。実際にマネ

スマでは、イタリア留学を目指す26歳のOL

「ミドリ」（ページ下のキャラクター）や、自

分のカフェを持ちたい23歳フリーター「ミ

ク」といった各キャラクターの「夢をかなえ

る」行為に重きが置かれている。

何らかの収入源を持つ人であれば、誰

もが収入と支出のバランスをコントロール

しているはずだ。ところが、「資産が生む

収入を増やす」ことや「負債から発生する

支出を減らす」といったことが感覚的に実

践できる人は少ないのではないだろうか。

マネスマはそうした「資産ってなに？」と言

うような人たちに向けた「遊べる教材」だ。

ゲーム自体が配当付き金融商品

これまで投資行為とは縁がなかったと

いう人も、マネスマを購入した瞬間から投

資家の仲間入りができる。というのも、マ

ネスマには配当が付いており、ゲームの売

り上げに応じて購入者にステッカーなどの

商品が配当されるからだ。桝山氏は「ゲー

ムの中で投資ということを強調しているの

で、ゲーム自体も配当付きの金融商品にし

ました」と話す。エグゼクティブプロデュー

サーとして名を連ねる伊藤穣一氏や八谷

和彦氏にも配当を行うという。現在無料β

版が公開されているウェブ版は8月から正

式版となり（併せて無料試用版も提供）、

CD-ROM版はシンフォレストから7月18日

に発売予定。さらに、秋にはゲームと連動

した絵本の出版も予定している。

これは単に「知らなかった」では済まな

い話かもしれない。それが誰もが関係あ

る「お金」の話だからなおさらだ。たとえ

ば、手元にある100万円を倍にするには、

現在の日本の普通預金ではおよそ400年か

かる。一方で金利5パーセントの米国債で

運用すれば約14年で100万円が倍になる。

この話はほんの一例だが、基本的な金融

知識の有無だけでこれほどの差が生じる

状況では、「知らないこと」はすなわち「リ

スク」だとも言えるだろう。

『マネースマート』（以下、マネスマ）は、

そうした金融や経済の仕組みをゲームを

通じて体得できるツールである。ゲームの

内容は、あらかじめ選択した人生の夢（目

標）に向かって、キャラクターを操作しなが

ら株式や不動産、ビジネスなどに投資を行

っていくロールプレイングゲーム。複数の

シナリオが用意されており、それぞれ「景

気」も変動する。またキャラクターによって、

収入や支出などの生活レベルも異なる。

「あなたの夢は何ですか？」をかなえる

マネスマのエグゼクティブプロデューサ

ーである桝山寛氏は、「講師をしている女

子大の授業で、学生に『欲しい物を何でも

S O C I O  F A C E S

※画面は開発中のもの

www.so-net.ne.jp/smart/
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首都圏の再開発において大規模ネット

ワークを担当する筆者が実際に顧客企業

と接し、日々直面する「現実」を紹介する。

前回は、新しいエンジニアがメンバーに

加わると思いきや、コンピュータに無縁の

初老の男性（自称システム屋）が登場。そ

の彼に今まで組み立ててきた内外の関係

を一気に壊されるという事態に陥る。さら

に構想がなかった棟間のネットワークを大

急ぎで設計し始めたものの、必要な建物

の平面図すら揃わない。

私たちは図面探しの旅に出た。

図面を探し回ること約半月、完全とは言

えないが、必要なものはだいぶ揃い、急い

でルート探索を行う。全体の建築工事は

かなり進んでいた。このため、素直にネッ

トワーク用ケーブルを横引きできない場所

もあるだろうと、ある程度は覚悟をしてい

たが、予想以上に厄介なことになってい

た。たとえば建物間の配線はもともと張り

巡らされている共同構を使うのが一般的

で、あまり心配していなかったのだが、実

際は一筋縄にはいかない状況だ。共同構

内はすでにほかのケーブル類でいっぱい

で、空いていたとしても予約済み。新しく

ルートを設定しなくてはならない部分がい

くつも出てきた。ようやく建物の下まで来

たとしても、最低層（地下4階）から1階の

間の、各フロアにあるEPS（配管スペース）

からトレンチ（溝）をまさに迷路のように100

本単位の光ファイバーを引き回す。｢バッ

クボーン｣のはずなのに……。｢ここでこ

の程度なのに、他の開発地区や、大規模

ビルはどこまで考えられているのかなぁ｣

と呟きながらも作業した。

このあとも紆余曲折をたどって設計を続

けることになるが、半月ぐらいでプロット

を終了し、稟議書を上げるに至った。

さて、この稟議書。急いで工事にかか

らなければならない案件にもかかわらず、

例のごとく約半年の時間を要した。現場

打ち合わせでは｢そこはもう無理｣｢そこは

引けない｣などサブコントラクター（下請け

業者）に振り回されたうえ、金額調整にも

時間を取られ、ズルズルと時間が経過して

いた。

結局、配線工事が着工されたのは、決

裁から数か月後だ。予想通り（?!）内装工事

が進んでしまっていて、天井を剥がす、壁

を壊す、などの二度手間の工事があちらこ

ちらで発生しているようだ。

「もったいない……」

光ファイバー配線の稟議書を書き終えた

ころ、同時に進めていたネットワークトポ

ロジーの構想を進めるべく、資料収集を

行い、機器の調査を始めた。バックボーン

スピードの決定やトポロジー構成、機器の

選択というのは、あたりまえだがそのネッ

トワークの上でどのようなアプリケーショ

ンが走り、結果どれだけのトラフィックが発

生するかを想定して考えられるものだ。し

かし（第1話にて）社内の人々は｢何をした

いのかわからない｣と言っていた。それで

も僕らは、システムについてどうするかを

考え始めなければならない。部分部分の

プランは持っているが、全体構成について

はほとんど白紙の状態だ。相変わらず時

間が足りない。

実装するアプリケーションについてノー

アイデアの現状で、何を根拠に算出すべき

なのか。闘いは続く。

S O C I O  F A C E S

「バックボーン考」
ネットワーク管理者を取り巻く人々3

ある一大プロジェクト構築の裏側

大原智哉（仮名）

ネットワークコンサルタント。中小企業のLANから

大企業の本支店間WANまで幅広く手掛ける。現

在、開発地区プロジェクトに参加し、初めてのでき

ごとを楽しむ！？毎日。

photo : Tsushim
a Takao
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text : 三島康弘（編集部）

e-Japan U pdate 8

SOCI O FACES

総務省がW杯の中継実験で技術をアピール

230 +++ iNTERNET magazine +++

総務省と通信総合研究所は6月4日、ワ
ールドカップ（W杯）の日本対ベルギー戦を
ハイビジョン映像で生中継する実験を行っ
た。映像は総務省講堂や青山TEPIAなど
に設けられた「サテライトスタジアム」に関
係者を招いて放映された。この中継はW
杯の試合を衛星通信と光ファイバーを利用
して日韓両国の各地に中継した実験配信
の一環。2000年から通信総合研究所と韓
国電子通信研究院が共同で実験を行って
きたもので、その成果をアピールした。
この中継の特徴は、スタジアムに設置さ

れた3台の超広角ハイビジョンカメラで撮影
したスタジアム全体の映像をそのまま配信
したことだ。この映像を各地のサテライト
スタジアムにある最大16m×3mの巨大な
スクリーンに映し出した。通常のハイビジ
ョン映像の必要帯域は30Mbps程度だが、
今回はQXGAスクリーン3台分の高精細映
像で配信したため、約150Mbpsの帯域を
必要とした。そこで通信衛星を独占的に
使用することでスタジアムから鹿島宇宙通

信研究センターまでの帯域を確保し、そこ
から通信・放送機構の「Japan Gigabit
Network」を利用して各地に配信した。映
像の遅延については、「伝送経路ではほと
んど発生していないが、映像のエンコード
とデコードで2秒ほど発生する」（関係者）
とのことだった。
総務省講堂の会場にはIT戦略本部メン

バーの慶応大学教授・村井純氏が招かれ
ていた。試合後に話をうかがったところ、
村井氏は「広帯域を自由に使えるようにな
ったとき、それを何に使うかが重要にな
る。今回の実験ではカメラワークを駆使す
る通常のテレビとはまったく違う感覚で観
戦できておもしろかった。また、一部遠近
感が取りにくいためボールの動きがわかり
にくいなど、今後改善していくべき点も見
られた。このように、新しいコンテンツは
まず試してみて体験することが重要。ネッ
トワークのさらなる活用に向けて、このよ
うな実証実験を継続していかなければな
らない」と語った。

総務省講堂では3台のSXGA（1360×1024ピクセル）プロジェクターを使い、11.3m×
2.1mの巨大なスクリーンにスタジアム全体を映した。また、実験会場の1つである
TEPIAでは、より高精細なQXGA（2048×1563ピクセル）が使われた。右上の枠内
の映像はNHKのハイビジョン放送で、カメラワークを使った画面との違いが鮮明に
なった。

IT戦略本部のメンバーである慶應義塾大学教授の村井純氏
も来場。試合を最後まで観戦していた。

総務省講堂に持ち込まれたDSUやデコーダー、HDTVトラン
スコーダーなどの機材。今回の実験に使われた帯域は約
150Mbps。
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